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マーキングした甲虫(カナブン〟シロテンハナムグノ)を放す子とも達　文･写真　清水博文

豊
山
の
甲
虫
調
査

捕
獲
し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
な
ど
の
甲
虫
の
背
中

に
､
電
動
ヤ
ス
リ
を
使
い
文
字
や
数
字
の
マ
ー
ク
を
つ
け
再
び
野

外
へ
放
し
､
マ
ー
ク
の
つ
い
た
甲
虫
を
再
び
捕
獲
し
て
個
体
の
行

動
範
囲
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
､
自
然
環
境
を
把
握
す
る
基

礎
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

こ
の
調
査
は
､
平
成
十
六
年
よ
り
博
物
館
と
山
岳
博
物
館
友
の

会
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｢
こ
ど
も
探
検
ク
ラ
ブ
｣
の

会
員
が
､
｢
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
｣
と
の
協
働
研
究
と
し
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
｡
平
成
上
巳
年
度
か
ら
は
､
両
国
小
芋
校

の
総
合
的
な
写
増
や
､
理
科
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
と
し
て
の
参
加
も

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

長
野
県
の
世
業
が
終
了
し
た
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
､
当
釦
と

友
の
会
､
両
困
小
字
佼
と
で
継
続
調
査
を
行
い
､
本
年
度
で
は
､

市
困
小
字
校
全
校
で
の
取
り
組
み
と
い
う
杉
に
全
り
ま
し
た
｡
半

枚
に
よ
り
総
合
的
な
掌
皆
の
時
間
で
対
応
す
る
と
こ
ろ
､
理
科
の

授
業
の
一
部
と
し
て
､
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
彬
態
の
違

い
が
あ
り
ま
す
が
､
市
内
小
字
校
全
校
が
同
一
の
調
壇
を
実
施
す

る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
､
各
学
校
間
と
の
情
報
交
換
な
ど
交
流
も

深
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
｡

昆
虫
が
苦
手
だ
っ
た
児
童
が
､
身
近
な
環
境
に
生
息
し
て
い
る

甲
虫
に
実
際
に
触
れ
た
り
､
昆
虫
が
好
き
で
あ
る
が
､
今
ま
で
の

よ
う
に
た
だ
虫
を
捕
ま
え
飼
育
す
る
だ
け
で
な
く
､
調
査
活
動
に

携
わ
り
､
教
科
書
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
を
通
し
て
､
身
近
な
自

然
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
想
い
ま
す
｡

ク
ラ
ブ
活
動
や
ク
ラ
ス
単
位
な
ど
各
学
校
肉
で
は
少
人
数
で
の

取
組
み
で
す
が
､
こ
の
調
査
に
つ
い
て
校
内
放
送
な
ど
を
適
し
て

全
校
児
童
へ
の
調
査
協
力
の
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も
に
､
面
広

報
な
ど
か
ら
も
､
市
民
へ
の
マ
ー
ク
の
つ
い
た
甲
虫
の
情
報
提
供

協
力
の
お
願
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
｡
ま
ち
ぐ
る
み
で
の
参
画

へ
と
期
待
し
て
い
ま
す
｡

(
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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白馬の絶頂　日月治40年8月撮影

企
画
展
｢
よ
み
が
え
る
高
嶺
の
雪
花
｣

-
志
村
鳥
嶺
　
旧
蔵
植
物
標
本
-

近
代
日
本
登
山
の
先
駆
書
が
遺
し
た
山
の
宝
物
(
後
編
)

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

写
真
と
鳥
類

最
初
の
自
席
話
中
で
　
｢
2
ダ
ー
ス
ほ
ど
の
写
真
を

撮
っ
た
｣
と
鳥
嶺
は
述
懐
し
て
い
る
｡
現
在
で
は
想

像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
が
､
明
治
0
0
年
代
後
期

の
カ
メ
ラ
は
組
立
暗
箱
式
で
あ
り
､
機
材
一
式
で
-

買
‖
(
約
3
･
7
5
Y
 
b
O
)
､
感
光
材
は
フ
ィ
ル
ム
で

は
な
-
キ
ャ
ビ
ネ
判
一
約
-
6
･
5
×
_
 
2
c
m
一
の
ガ

ラ
ス
乾
板
､
3
 
6
枚
(
3
ダ
ー
ス
)
で
や
は
り
1
貰
日
､

明
る
い
光
の
も
と
で
も
露
光
に
0
0
分
以
上
､
後
処
理

ま
で
に
1
枚
1
時
間
以
上
を
要
し
一
日
6
枚
搬
形
が

梢
一
杯
､
写
真
機
材
だ
け
で
一
人
の
荷
担
さ
を
厘
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
､
と
聞
け
ば
理
解
で
き
る

だ
ろ
う
｡
烏
頚
が
愛
用
し
た
､
ド
イ
ツ
の
ゴ
ル
ツ
社

ダ
ゴ
ー
ル
レ
ン
ズ
は
､
烏
嶺
の
月
給
の
2
ヶ
月
分
､

1
1
5
日
と
い
う
高
価
な
も
の
で
も
あ
っ
た
　
(
※
1
 
､

2
)
｡

｢
山
岳
写
真
｣
　
を
｢
向
丘
　
(
高
山
一

に
お
も
む
い
て
撮
ら
れ
た
写
真
｣
､
そ

の
写
真
を
撮
影
し
た
人
を
｢
両
店
写
真

家
｣
と
単
純
に
定
義
し
た
と
し
て
､
わ

が
国
最
初
期
の
山
岳
写
真
家
を
以
下
に

列
記
す
る
　
(
※
3
)
｡

･
松
本
､
保
里
写
真
館
の
技
師
､
安
藤

鶴
一
郎
　
明
治
2
 
9
(
1
8
9
6
)
年

に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
ウ
ォ
ル

タ
ー
･
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
　
『
日
本
ア
ル
プ

ス
の
登
山
と
探
検
』
に
､
明
治
2
 
7
年
以

前
に
撮
影
し
た
と
推
定
さ
れ
る
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

二
品
頭
式
･
武
田
久
喜
･
高
野
麟
蔵
･

辻
村
伊
助
･
石
崎
光
瑤
･
近
藤
茂
吉
･

辻
本
満
丸
･
三
枝
威
之
介
･
加
山
竜
之

介
･
武
井
真
澄
･
河
野
齢
蔵
･
志
村
烏

嶺
･
岩
村
円
･
青
木
紫
嶺
･
八
木
道
之

助
･
石
田
常
平

上
記
の
人
々
は
､
明
治
3
 
8
(
1
9
0

5
)
　
7
月
出
版
の
小
島
烏
水
『
日
本
山

水
諭
』
､
3
 
9
年

2
月
出
版
の
高

頭
式
編
『
日
本

山
響
心
∴
3
9

年
4
月
に
創
印

さ
れ
た
日
本
同

店
会
の
機
関
誌

-
向
丘
･
[
』
　
の
初

期
の
号
､
明
治

4
 
3
年
か
ら
大
正

6
年
ま
で
高
野

鵬
蔵
編
集
で
日

本
両
店
会
か
ら

8
集
出
さ
れ
た

写
真
集
書
画
I
j

深
谷
』
な
ど
に
作
品
と
名
が
登
揚
す
る
人
物
で
あ
る
｡

い
ず
れ
も
蔦
禎
同
様
の
苫
労
の
も
と
で
作
品
を
成

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

鳥
嶺
に
関
し
て
は
､
明
治
3
7
年
の
第
-
回
白
描
鷺

山
で
得
た
写
真
を
い
ち
早
く
園
芸
雑
誌
に
発
表
し
､

そ
れ
を
契
機
に
烏
水
の
　
F
日
本
山
水
評
や
高
頭
の

『
日
本
出
獄
志
』
､
『
山
岳
』
創
刊
号
の
口
絵
を
飾
り
､

さ
ら
に
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
手
に
渡
っ
て
英
国
山
岳
会

の
機
関
誌
『
ア
ル
パ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
2
 
3
巻
1

7
-
号
(
明
治
3
 
9
年
2
月
発
行
)
に
杓
子
重
の
写
真

が
載
る
な
ど
(
※
4
､
5
)
､
急
速
に
山
岳
写
真
家

の
地
歩
も
固
め
る
こ
と
と
な
る
｡

写
真
自
体
が
貴
重
な
当
時
､
白
馬
を
は
じ
め
､
読

者
の
ほ
と
ん
ど
が
未
知
の
　
｢
山
岳
(
高
山
)
｣
を
説

明
す
る
時
､
｢
山
岳
写
真
｣
　
は
大
変
な
説
得
力
を
も

つ
希
少
な
媒
体
で
あ
っ
た
｡
烏
嶺
も
｢
写
真
の
説
得

力
｣
を
最
重
視
し
て
､
山
に
担
ぎ
あ
げ
て
い
る
｡

｢
と
に
か
-
白
馬
と
い
う
山
は
素
晴
し
い
ん
で
す

ね
｡
こ
う
い
う
立
派
な
山
は
他
の
人
に
も
い
っ
ぺ
ん

見
せ
て
や
り
た
い
｡
と
こ
ろ
が
持
っ
て
い
っ
て
み
せ

る
に
は
写
真
な
ん
で
す
｡
そ
れ
か
ら
な
ん
で
す
よ
｡

写
真
を
や
り
は
じ
め
た
の
は
｡
｣
　
(
※
⊥

自
署
､
明
治
4
 
0
年
7
月
間
革
ま
二
前
川
曙
中

共
署
)
､
明
治
4
 
2
年
3
月
間
雷
同
柄
物
採
集
及
塙

蓮
法
∵
大
正
2
(
1
9
1
3
)
年
9
月
間
『
千
両
増
岳
』

に
多
く
の
同
の
写
真
を
資
載
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
､
明
治
4
2
年
の
6
月
と
8
月
に
､
わ
が
国
初

と
い
わ
れ
る
両
店
写
真
集
『
山
岳
美
観
』
を
2
集
出

版
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
｡
囲
ツ
切
削
コ

ロ
タ
イ
プ
印
刷
､
各
6
図
､
印
刷
部
数
各
約
3
0
0

と
い
う
　
(
※
1
 
､
2
)
｡

(
※
-
)
志
村
烏
嶺
ほ
か
口
述
(
1
9
5
7
〓
向
丘
…
写
真
創
生

記
｣
､
請
人
』
1
0
8
号

(
※
2
)
岩
科
小
一
郎
(
1
9
8
0
)
｢
志
村
烏
嶺
翁
の
こ
と
｣
､

戸
や
ま
』
復
刻
版

(
※
3
)
杉
本
誠
(
1
9
9
9
〓
日
本
の
山
岳
写
真
と
写
真
家

た
ち
｣
､
『
山
を
愛
す
る
写
真
家
た
ち
』
に
多
く
を
負
っ

て
記
述

(
※
4
〓
小
村
寛
(
1
9
5
7
〓
日
本
山
岳
会
創
立
前
后
之
見

聞
｣
､
『
山
岳
藁
5
0
年
号

(
※
5
)
中
山
胱
〓
1
9
8
9
)
『
山
岳
衆
徒
烏
嶺
小
伝
』
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志村烏嶺(83歳)

登
山
と
烏
嶺

烏
嶺
は
明
治
3
 
7
年
の
春
か
ら
長
野
市
周
辺
の
山
々

で
高
山
植
物
採
集
を
重
ね
､
前
田
晴
山
の
主
宰
す
る

園
芸
雑
誌
に
よ
く
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
｡
高
山
植

物
栽
培
の
流
行
に
よ
っ
て
烏
嶺
の
知
名
度
は
高
ま
り
､

同
年
夏
以
降
(
推
定
)
　
に
は
城
数
馬
と
知
り
合
い
､

高
山
植
物
や
写
真
を
寄
贈
し
て
い
る
(
※
-
)
｡

一
方
､
同
年
8
月
の
第
1
回
白
馬
登
山
で
得
た
杓

子
岳
の
写
真
は
､
同
じ
園
芸
雑
誌
に
高
山
植
物
の
記

事
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
､
ま
ず
ウ
ォ
ル
タ
ー
･
ウ
ェ

ス
ト
ン
が
注
目
し
､
そ
の
入
手
方
法
を
小
島
烏
水
に

照
会
し
た
｡
そ
こ
で
小
島
は
前
田
を
通
じ
て
烏
嶺
の

了
解
を
と
り
､
上
京
し
て
い
た
高
頭
式
が
小
島
の
依

頬
を
受
け
て
新
潟
へ
の
帰
郷
途
中
に
長
野
の
烏
嶺
を

訪
ね
た
と
い
う
｡
そ
れ
は
明
治
3
 
8
年
4
月
の
こ
と
と

い
う
｡
こ
の
時
､
烏
嶺
は
各
々
に
3
葉
の
写
真
を
贈
っ

て
い
る
　
(
※
2
)
｡

城
数
馬
､
小
島
烏
水
､
高
頭
式
は
翌
3
 
8
年
1
 
0
月
に

設
立
さ
れ
る
山
岳
会
(
後
の
日
本
山
岳
会
)
　
の
発
起

人
と
な
る
人
々
｡
烏
嶺
は
高
山
植
物
と
山
岳
写
真
が

緑
で
､
急
速
に
日
本
登
山
界
の
仲
間
入
り
を
す
る
｡

後
の
著
書
宇
山
萬
岳
』
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
序
文
を

寄
せ
て
い
る
の
も
､
こ
う
し
た
機
縁
に
よ
る

山
岳
会
創
立
直
前
の
明
治
3
 
8
年
夏
､
高
頭
の
運
営

資
金
負
担
の
申
し
出
に
､
高
頭
の
人
物
を
疑
っ
た
城

が
身
元
調
査
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
の
を
烏
嶺
が
制

し
て
､
長
野
市
で
三
者
会
談
に
及
ん

だ
｡
会
談
中
､
最
初
は
原
稿
が
集
ま

ち
ぬ
か
ら
山
岳
会
を
日
本
博
物
学
同

志
会
の
支
会
と
し
て
発
足
す
る
と
い

う
案
に
､
烏
嶺
は
｢
自
分
独
り
で
も

雑
誌
の
半
分
位
は
受
け
持
つ
と
壮
語

し
｣
ど
こ
ま
で
も
反
対
し
た
が
容
れ

ら
れ
な
か
っ
た
､
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
あ
っ
た
｡
(
※
-
)
｡

明
治
4
 
0
年
代
か
､
夫
正
2
年
頃
は

著
述
も
盛
ん
で
､
先
の
園
芸
雑
誌
の

ほ
か
､
単
行
本
､
新
聞
連
載
等
に
よ

り
高
向
植
物
の
魅
力
､
山
岳
美
､
登

山
行
為
の
普
及
啓
発
に
あ
た
っ
て
い

る
｡
こ
れ
は
長
野
中
学
在
職
時
代
の
､

登
山
家
と
し
て
最
も
充
実
し
て
い
た

時
期
に
あ
た
る
｡

在
校
生
に
呼
び
継
が
れ
た
烏
嶺
の

あ
だ
名
は
単
刀
直
入
､
｢
山
の
志
村
｣
､

｢
山
ア
ラ
シ
｣
　
で
あ
っ
た
　
(
※
3
)
｡

登
山
歴
の
う
ち
､
明
治
4
 
0
(
1
9

0
7
)
年
7
月
か
ち
8
月
に
か
け
て

の
中
房
温
泉
･
乗
越
峠
･
ブ
ナ
立
尾
根
経
由
の
烏
帽

子
岳
～
鷲
羽
岳
往
復
は
､
｢
登
山
者
と
し
て
は
初
期

の
縦
走
形
式
の
登
山
｣
で
あ
っ
た
と
い
う
(
※
4
)
｡

大
正
5
(
1
9
1
6
)
年
4
月
､
1
 
3
年
近
い
長
野

時
代
を
終
え
､
台
湾
の
台
中
中
学
校
へ
赴
任
｡

自
ち
の
新
聞
記
事
が
中
心
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

『
烏
嶺
文
筆
の
大
正
4
年
の
記
事
｢
日
本
ア
ル
プ

ス
　
蓮
華
の
大
池
(
一
)
｣
で
､
葱
平
を
下
る
学
習

院
の
生
徒
の
　
｢
現
代
劇
の
舞
台
へ
で
も
出
る
様
な
｣

格
好
を
見
て
嘆
き
､
｢
自
分
が
始
め
て
登
山
し
た
頃

は
麓
の
林
も
頂
上
の
草
原
も
全
く
太
古
の
ま
ゝ
の

自
然
で
あ
っ
た
が
此
御
山
も
近
年
は
非
常
に
俗
に
な

っ
た
　
と
自
分
の
云
ふ
言
葉
の
経
ち
ぬ
内
に
､
人
夫

わ

し

ら

は
　
旦
那
俗
だ
の
何
の
と
云
つ
て
も
我
等
は
一
人
で

き
か
で

も
登
山
者
が
殖
え
て
､
一
貫
で
も
余
計
な
酒
銭
が
取

れ
ゝ
ば
よ
い
　
オ
ー
始
め
て
此
御
山
へ
来
た
頃
は
､

仙
人
の
様
で
あ
っ
た
御
前
達
も
､
情
な
い
根
性
に
な

っ
た
も
の
だ
､
ツ
ク
ヅ
ク
此
山
も
嫌
に
な
っ
た
､
年
々

暑
中
休
暇
に
は
､
帰
省
で
も
す
る
様
な
気
持
ち
で
登

大
正
1
 
1
年
台
湾
か
ち
帰
国
後
､
北
ア
ル
プ
ス
へ
は

一
歩
も
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
｡
そ
の
烏
嶺
が
､

車
窓
か
ち
見
た
後
立
山
連
峰
に
｢
矢
も
盾
も
た
ま
ち

な
く
｣
な
り
､
昭
和
3
 
1
(
1
9
5
6
)
年
､
家
族
に

無
断
で
4
 
1
年
ぶ
り
に
白
馬
に
登
っ
て
い
る
｡
8
 
2
歳
に

し
て
1
 
3
回
目
､
最
後
の
白
馬
で
あ
っ
た
(
※
5
)
｡

(
※
-
一
峯
村
隆
｢
長
野
時
代
の
志
村
烏
嶺
｣
､
薪
･
北
ア
ル
プ

ス
博
物
誌
』

(
※
2
〓
小
村
寛
(
1
9
5
7
〓
日
本
山
岳
会
創
立
前
后
之
見

聞
｣
､
『
山
岳
売
5
0
年
号

(
※
3
)
志
村
寛
(
1
9
5
5
)
｢
高
山
植
物
と
と
も
に
六
十
年
｣
､

『
中
学
時
代
』
4
月
号

(
※
4
)
山
と
渓
谷
社
(
2
0
0
5
)
冒
本
鷺
山
史
年
表
』

(
※
5
)
志
村
烏
嶺
(
1
9
5
7
〓
白
馬
五
十
年
｣
､
『
番
人
』

1
1
0
号

(
終
わ
り
)

(
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
　
峯
村
　
隆

千
葉
　
悟
志
)

山
し
た
が
､

来
年
か
ら
は

登
る
ま
い
｣

と
述
べ
て
い

る
｡
烏
嶺
の

そ
れ
ま
で
の

普
及
群
発
の

思
い
や
愚
図

を
は
る
か
に

越
え
て
､
登

用
の
大
衆
化

は
急
テ
ン
ポ

だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
　
(
※

-

)

｡
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本
州
中
部
の
高
山
帯
に
生
息
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ラ

イ
チ
ョ
ウ
は
､
既
に
3
､
0
0
0
羽
以
下
し
か
い
な

い
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
研
究
･
保
護
･
生
息
地
の
保
全
に

つ
い
て
の
最
新
の
成
果
発
表
を
行
う
大
会
が
､
大
町

市
で
開
催
さ
れ
ま

す
｡
今
年
の
テ
ー

マ
は
　
『
ラ
イ
チ
ョ

ウ
と
高
山
環
境
を

い
か
に
し
て
守
る

か
』
　
で
す
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
保

護
を
通
し
て
､
環

境
問
題
や
自
然
環

境
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
｡

第
8
回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
長
野
大
会

開
催
日
時
‥
平
成
1
 
9
年
8
月
1
 
8
-
I
 
9
日
(
土
･
日
)

開
催
場
所
‥
大
町
市
　
サ
ン
ア
ル
プ
ス
大
町

参
加
費
‥
無
料
(
宿
泊
･
懇
親
会
出
席
の
方
は
別

途
必
要
･
要
申
し
込
み
)

主
　
　
催
‥
第
8
回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
長
野
大
会
実

行
委
員
会

実
行
委
員
長
‥
鈴
木
啓
助
(
信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合

研
究
所
長
)

共
　
催
‥
大
町
市
･
大
町
市
教
育
委
員
会

協
　
賛
-
宝
酒
造
株
式
会
社
･
信
州
大
学
山
岳
科

学
総
合
研
究
所
･
N
P
O
法
人
信
州
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
研
究
会
･
信
州
野
鳥
の
会
･
信
州
ワ
シ
タ
カ
類

渡
り
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
･
長
野
県
山
岳
協
会
･

長
野
県
自
然
保
護
連
盟
･
日
本
山
岳
会
信
濃
支
部
･

日
本
野
鳥
の
会
諏
訪
支
部
･
日
本
野
鳥
の
会
長
野

支
部
･
南
ア
ル
プ
ス
研
究
会
･
N
P
O
法
人
信
州

ま
つ
も
と
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
や
ま
た
み
･
長
野
県

勤
労
者
山
岳
連
盟

後
　
援
‥
環
境
省
･
中
部
森
林
管
理
局
･
文
化
庁
･

長
野
県
･
新
潟
県
･
富
山
県
･
山
梨
県
･
岐
阜
県
･

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
･
財
団
法
人
日
本
自
然
保

護
協
会
･
財
団
法
人
日
本
野
鳥
の
会
･
社
団
法
人

日
本
山
岳
協
会
･
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
･
社
団

法
人
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
･
N
P
O
法
人
ラ

イ
チ
ョ
ウ
保
護
研
究
会
･
N
P
O
法
人
山
の
自
然

学
ク
ラ
ブ
ほ
か
(
予
定
･
順
不
同
)

問
い
合
せ事

務
局
‥
市
立
大
町
山
岳
博
物
館

電

　

話

-

0

2

6

1

-

2

2

-

0

2

-

-

F

A

X

‥

0

2

6

-

-

2

1

-

2

-

3

3

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
日
目
　
8
月
1
 
8
日
壬
)
一

1
 
2
時
0
0
分
　
受
付

1
 
3
時
0
0
分
　
開
会

1
3
時
1
0
分
　
第
-
部

『
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
域
内
保
全
と
生
息
域
外
保

全
と
の
連
携
』

座
長
‥
村
田
浩
一
(
日
本
大
学
)

野
外
調
査
､
生
息
域
内
保
全
と
生
息
域
外
保
全
の

連
携
と
高
山
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
ま
す
｡

｢
希
少
種
の
保
護
保
全
に
つ
い
て
｣
　
(
環
境
省
)

｢
山
小
屋
･
登
山
者
の
変
遷
な
ど
山
と
人
と
の
係

わ
り
合
い
の
歴
史
｣
　
(
大
町
山
岳
博
物
館
-
柳
澤

昭
夫
)

｢
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
感
染
症
と
生
息
環
境
｣
　
(
鳥
取
大

学
-
山
口
剛
士
･
岐
阜
大
学
‥
福
士
秀
人
)

｢
南
ア
ル
プ
ス
市
に
よ
る
登
山
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
取
り
組
み
｣
(
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
山
岳
館
-

塩
沢
久
仙
)

｢
大
町
市
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
の
取
組
み
と
今
後

の
計
画
｣
一
大
町
山
岳
博
物
館
-
宮
野
典
夫
)

｢
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
に
よ
る
種
の
保
存
計

画
｣
　
(
上
野
動
物
園
‥
小
宮
輝
之
)

｢
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
｣

(
豊
岡
市
-
佐
竹
節
夫
)

1
 
7
時
的
分
　
総
合
討
論

1
7
時
4
0
分
　
閉
会

1
 
8
時
0
0
分
　
懇
親
会

【
二
日
目
　
8
月
1
 
9
日
(
日
)
一

9
時
0
0
分
　
受
付

9
時
1
 
0
分
　
開
会

9
時
2
 
0
分
　
第
2
部

『
高
山
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
』

座
長
‥
鈴
木
啓
助

シ
カ
な
ど
野
生
動
物
の
高
山
進
出
の
問
題
な
ど
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
を
把
握
し
ま
す
｡

｢
氷
河
期
か
ら
の
高
山
植
生
の
変
遷
と
現
在
の
高

山
環
境
｣
　
(
東
京
学
芸
大
学
‥
小
泉
武
栄
)

｢
南
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
シ
カ
の
食
害
に
つ
い
て
｣

(
中
部
森
林
管
理
局
二
九
島
清
人
)

｢
シ
カ
･
サ
ル
な
ど
野
生
動
物
の
高
山
へ
の
侵
入

に
つ
い
て
｣
　
(
信
州
大
学
‥
泉
山
茂
之
)

｢
高
山
昆
虫
の
現
状
に
つ
い
て
｣
　
(
信
州
大
学
‥
伊

藤
建
夫
)

｢
高
山
環
境
の
現
状
と
地
球
温
暖
化
問
題
｣
　
(
信
州

大
学
‥
鈴
木
啓
助
)

日
時
4
 
5
分
　
総
合
討
論

1
 
2
時
0
0
分
　
昼
食

I
 
3
時
5
0
分
　
第
3
部

『
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
と
高
山
環
境
の
保
全
』

座
長
-
鈴
木
啓
助

カ
ナ
ダ
の
研
究
者
よ
り
世
界
に
生
息
し
て
い
る
ラ

イ
チ
ョ
ウ
と
日
本
に
生
息
し
て
い
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の

生
息
環
境
の
差
異
な
ど
を
比
較
し
た
基
調
講
演
(
過

訳
あ
り
)
　
の
あ
と
､
い
ま
日
本
の
高
山
が
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
を
把
握
し
､
な
ぜ
今
､
ラ
イ
チ
ョ

ウ
を
保
護
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
に
つ
い
て
考
え

ま
す
｡

1
 
3
時
5
0
分
　
基
調
講
演

『
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
個
体
数
の
現
状
に
つ
い
て
』

(
信
州
大
学
‥
中
村
浩
志
)

1
 
4
時
0
5
分
　
基
調
講
演

『
世
界
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
生
息
地
と
比
較
し
た
日
本

の
高
山
環
境
に
つ
い
て
』
(
カ
ナ
ダ
　
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
･
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
‥
キ
ャ
シ
ー
　
マ
ー
チ

ン)

1
5
時
1
0
分
　
パ
ネ
ル
討
論

『
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と
高
山
環
境
を
い
か
に
し
て
守
る

か』パ
ネ
リ
ス
ト
‥
キ
ャ
シ
ー
　
マ
ー
チ
ン
･
小
泉
武

栄
･
泉
山
茂
之
･
中
村
浩
志
･
鈴
木
啓
助
･
環
境
省
･

中
部
森
林
管
理
局
･
長
野
県
･
大
町
山
岳
博
物
館

1
6
時
4
0
分
　
閉
会

※
な
お
期
間
中
会
場
に
て
､
関
係
団
体
等
の
ポ
ス

タ
ー
展
示
も
行
い
ま
す
｡

山
と
博
物
館
　
第
5
2
巻
　
第
1
号

二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
五
日
発
行

発
　
行
　
〒
脚
長
野
県
大
町
市
大
町
八
〇
五
六
-
一

3

市

　

立

　

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

T

E

L

　

〇

二

六

一

-

二

二

-

〇

二

一

一

F

A

X

　

〇

二

六

一

-

二

一

-

二

二

三

二

E
I
ヨ
a
i
一
‥
s
a
つ
p
a
k
u
⑤
c
i
[
y
o
ヨ
a
C
王
ら
a
g
a
害
し
p

U
R
L
･
h
t
t
p
･
)
^
w
w
e
l
t
y
O
m
a
e
h
l
.
n
a
g
a
n
O
.
J
P
)
S
a
n
P
a
k
u
,

㈱

　

奥

　

村

　

印

　

刷

年
額
一
､
五
〇
〇
円
(
送
料
含
む
)
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
口
座
杏
号
〇
〇
五
四
〇
I
t
I
一
三
｢
九
二


